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3 つの注力フィールドにおける
Kawasaki のソリューション

史߶　ࢠۚ
ࣥ行һ　企ը本部 本部長

　当社は18��年の創業Ҏདྷ，激動する時代のཁにԠえる
べく世界初や日本初となるさま͟まな製開発に挑戦し，
海空の分野で100年Ҏ上にわたり࠷先でߴな技術を
ഓってきた．一ํ，ࡢ今は地ٿレベルでԹஆ化や感染問
題が進展し，脱炭素技術やD9などパラμイϜシϑトとݴ
える歴史の変革期をܴえている．このようなඇ࿈続かͭෆ
֬実なকདྷに向かうཏ盤としてグループビジョン2030が
ࣔされた．

　2020年にશ世界へ֦大した新ܕコロφイルス感染
は，զʑの日ৗ生活をすっかり変えてしまった．ྍ࣏ༀを
見いͩͤずワクチンと変ҟגとの߈防が長期化すれば，ҩ
ྍै事ऀへ一ํ的にෛՙがू中するばかりではなく，世界
の人ʑの活動のఀにより輸送業界やҿ৯業界を中৺に世
界ࡁܦにさらなるਂࠁなӨڹを༩えかねない．I5による
リモートڥはΦϑΟスワーΧーへのීٴにཹまってお
り，多くの人ʑが感染リスクをඞࢮの努力でճආしながら
ब࿑しているのが実ଶではなかΖうか．
　またۙ年，地ٿԹஆ化の進行がஶしいことは୭の目から
見ても໌らかであΖう．ީؾ変動に関する間パネル
I1CC（IntergoWernmental 1anel on Climate CIange）に
よるୈ � 変動や海໘上ީؾॻでは人ҝ的活動がࠂධՁใ࣍
ঢに༩えるӨڹをೝめ，地ٿのฏؾۉԹを産業革໋Ҏલと
ൺֱして1� 5ˆҎ内にえるために，2050年のΧーϘンχ
ϡートラル達成がෆ可ܽとの見解をࣔした．さらにۙ年は，
ࣗવࡂの激ਙ化が問題になっており，防ࡂݮ・ࡂを୲อ
するインϑラ整備がٸである．
　これらの社会課題の解決に向け， 3 ͭの注力ϑΟールド

「҆શ҆৺リモート社会」「ۙະདྷモビリテΟ」「エネルギー・
．ιリϡーション」を設定したڥ
　それͧれの注力ϑΟールドにおいてはΧンパχーのを
超えた取組みがෆ可ܽであり，実行するための体制ͮくり
も進めている．「社長プロジェクト本部」では，֤Χ
ンパχーと࿈ܞしながら技術シφジーを生かし，「ࣗ動

· ͑ が き

ø　ࣾձ՝と�ͭのྗϑΟʔϧυ

1C3ࠪݕサービス」「ۙະདྷモビリテΟ」などの早期事業
化を目指す．また用نの水素サプライチェーン実現に
向け，ओ導的なׂを୲う組৫として「水素戦ུ本部」を
本社に設ஔした．
　それͧれの注力ϑΟールドにおける当社のιリϡーショ
ンのߟえํはҎԼのとおりである．

　「҆શ҆৺リモート社会」においては，実࡞業をう৬
場にリモート技術を適用し，શての人ʑの社会ࢀՃを実現
すること，さらにはࡂから生໋とࡒ産をकるといったこ
となどを目的に，զʑの技術を活用していく．

ᾇ　ҩྍ・ϔϧεέΞ
　「Iinotori サージΧルロϘットシステϜ」は，当社とシ
スϝックスの߹ห会社「 ㈱ϝデΟΧロイド」によって開
発された国産初の手術ࢧԉロϘットである．ૢੑ࡞はもち
Ζんのこと，低コスト化とڱい手術ࣨにもऩまるようコン
パクト化を実現した．今ޙҩࢣに対する手術ෛՙの低ݮを
目的として，用 5 Gをհしたԕִૢ࡞にも取り組Ή．
　新ܕコロφイルス感染対策として開発された「ࣗ動
1C3ࠪݕロϘットシステϜ」は，ࠪݕシステϜをશࣗ動化
することでҩྍ現場のさらなるෛՙ低ݮにد༩する．
　世界的にワクチンछの༗ޮੑがೝめられてきている
が，新たな変ҟגの出現が૬͗࣍，世界の人ྲྀをॆ分にճ
෮さͤるためには৴པੑのߴい1C3ࠪݕによるスクリーχ

ù 　҆શ҆৺ϦϞʔτࣾձ

図 ø　ࣗಈ1$3ࠪݕαʔϏε事業の展開

・国際空港における検査実施、陰性証明
・航空需要の回復、人の往来再開に貢献
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ඇ定࡞ܕ業が多くଘ在する製造業にロϘットを導入するこ
とはۃめてࠔである．「Successor」は実࡞業の感覚を再
現し，感的なૢ࡞をॿけるԕִ協ௐシステϜで，れた
場ॴでも実࡞業とಉじ感覚をಘることができる．これまで
ロϘットで達成できなかった「技術ঝ」も可能とし，࡞
業用్に߹わͤたロϘットシステϜと組み߹わͤることが
できるため多छ多༷な工場において用できる．
　また，さま͟まな分野でٻめられているࣗ動化をՃす
るためロϘット導入からอकまでを一ׅࢧԉするサービス
のఏ供をݕ౼しており，それにඞཁとなるιϑトェΞ機
能や3aaS（3obot as a SerWice）プラットϑΥーϜの開発
を進めている．
　さらに実࡞業をうリモートワークは製造業ͩけでな
く，ϔルスέΞや物ྲྀなどさま͟まな分野でඞཁとなり，
࿑ಇ力ෆを解決するためのιリϡーションとして期さ
れる．
　当社のιリϡーションに新たなՁをఏ供するための取
組みも実施している．ಇくҙཉのある人と࿑ಇ力をٻめる
事業ऀをԕִでܨぐリモートプラットϑΥーϜのߏஙにお
いて，当社は実現に向け2021年ळにιχーグループと新会
社を設ཱする．
　これまで社会活動がࠔであった人ʑも，リモートによ
る社会ࢀՃが可能となり，場ॴ・時間をબばない新しいಇ
きํ・くらしํをڗ受することができる．「すべての人ʑ
がࢀՃできる社会の実現」に向けて新たなιリϡーション
をఏ供していく．

ᾉ　͔ࡂらਓʑΛकる
　҆શ҆৺な社会の実現は，ۙ年激ਙ化がஶしいࣗવࡂ
への対Ԡにܽかͤないものとなっている．
　当社は，1��5年のࡕ神・୶࿏大ࡂや2011年の౦日本大
ࡂにおいてさま͟まなインϑラの෮ڵにܞわってきたこ
とにՃえ，防ࡂݮ・ࡂにݙߩする製・技術やιリϡーシ
ョンにも取り組んできている．
や水などのライϑラインを֬ݯ発生時には，まず電ࡂ　
อするඞཁがある．҆定した電力供給のためにはඇৗ用発
電設備の設ஔが༗ޮである．当社はඇৗ用ガスタービンを
取りѻっており「ΧワサΩ1Uシリーζ」は෯い出力ൣ
ғでશ21機छをシリーζ化している．౦日本大ࡂではϝ
ンテφンスがෆे分であった 1 をআき，100ޙࡂˋՔ
ಇした実をތる．
࢛，を輸送するための輸送機であるがࢿ地へ物ࡂにඃ࣍　
ྠ・Φϑロードೋྠはࡂによってѱ化した࿏໘ঢ়ଶでも
ਝかͭ҆定的にҩྍや物ࢿをಧけることができる．多用
は国内で初めてফ防「MU-& 13O�F9（&1S）」ंྠ్࢛
ंに࠾用されるなど，ѱ࿏における機動ੑやഁੑがߴい
とධՁを受けている．
　Ծに࿏が్ઈされた場߹でも，ऀױを運Ϳためのドク

ングࠪݕ体制の整備がܽかͤない．当社製ロϘットによる
ࣗ動ૢ࡞かͭシステマテΟックなࠪݕシステϜは，ඞཁॆ
分なすべての工ఔをলུすることなくߴਫ਼・時間で大
ྔのࠪݕを実施することが可能である．աڈにલྫのない
スピードで開発をਪし進め，࣏ࣗ体と࿈ܞしながらモχタ
リングࠪݕサービスへの展開をਤっている．
　本プロジェクトを進めるに際しては，ࣗ動1C3ࠪݕロϘ
ットシステϜの設ஔに関するڐೝ可などさま͟まな制
݅を期間のうちにクリΞしなければならない΄か，一般
市ຽに対する「コトചりサービス」にඞཁෆ可ܽなϗスピ
タリテΟのशಘなど，技術開発Ҏ֎のॾ課題の解決にも取
り組Ήඞཁがある．まさにΦープンイノベーションとΞジ
ャイル開発のお手本のような取組みである．
　現在は࣏ࣗ体向けモχタリングサービスが中৺である
が，これを֤छイベント向けなどのスクリーχングサービ
スに֦大していくことが今ޙの課題である．また，国際線
においてはਖ਼ࣜな1C3ӄੑ証໌ॻのఏ出を入国の݅とす
る国がѹ的に多いが，当社のࣗ動1C3ࠪݕサービスは国
際的に通用する証໌ॻのཁ݅֫ಘを目指しており，本サー
ビスをීٴさͤることで，国際線によるԟདྷを活ੑ化し，
さͤるというؼಓへճيऴ的にはຽ間航空機事業を成長࠷
重ཁなׂを୲っている．

ᾈ　৽͍͠ಇきํ・ら͠ํのఏҊ
　リモートワークがීٴして，時間を༗ޮにうワークラ
イϑバランスがਁಁしͭͭある．しかし，現ঢ়リモートを
活用できる৬छはݶられており，事実，コロφՒのٸۓ事
ଶએݴԼではエッηンシャルワークにҐஔͮけられた現業
৬場の出ۈがආけられなかった．
　工場などにおける実࡞業をԕִで実施できれば，人ʑの
ಇきํを変えるͩけでなく，たとえば海֎の工場における
製造設備も国内から場ॴをબばずૢ࡞することが可能とな
る．また，人のҠ動をわないため製造時間も大෯にॖ
することができ，ものͮくりに関わる産業ߏ造をൈ本的に
変革することになる．その変革のݤとなる技術がリモート
やロϘテΟクスである．
　そのͻとͭとして，当社の技術にԕִ協ௐをಛ長とする
新ロϘットシステϜ「Successor」がある．ロϘットをԕ
ִでૢ࡞するためには人間によるஅや感覚をඞཁとし，

図 ù　ϓϥοτϑΥʔϜʹΑる৽ͨなՁのఏڙ
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ンを組み߹わͤるとどうなるか．それを実際のܗにしたͻ
とͭがແ人コンパンド・ϔリコプター「,�3AC&3」である．
　「,�3AC&3」にࡌしたࣗܕ送ロϘットがࣗݰ
関までՙ物をಧけ，ՙ物の内༰や本人֬ೝは受け手とロϘ
ットがAIで対して行う，これを実現することで物ྲྀの
ラストワンマイルに革新をもたらす．
　ટճੑ・ഁੑ・コϛϡχέーション機能のੑ能を֬ೝ
するためのࣗ社工場内でのトライΞルをܦて2022年サービ
スインをܭըしている．
　これらの革新技術は，ౡ輸送やַࢁ部の鉄ౝ工事輸送
にも適用することができ，地ํ市や業施設およびපӃ
などでの社会実に向けてن制؇の動きにもੵۃ的にࢀ
ըしていく．

　2021年 � 月，ถ国ओ࠵で開࠵されたީؾ変動サϛットに
おいて，世界֤国がԹࣨޮՌガス（GHG）ݮ目標とΧ
ーϘンχϡートラル達成目標をද໌している．զが国にお
いても「GHGݮ目標を2030年に2013年ൺでݮ���
すること，2050年のΧーϘンχϡートラル実現」がએݴさ
れた．
　脱炭素化実現のための当社のιリϡーションの࣠جは，
世界に先ۦけて取り組Ή水素事業である．まずは߽भ産の
炭からಘられたブルー水素を液化水素運ൖ船で日本へ大
ྔ輸送する実証試験を開始している．2021年 8 月，「液化
水素サプライチェーンの用化実証」がN&DOグリーンイ
ノベーションۚج事業で࠾された．これはΧーϘンχϡ
ートラルを実現する水素の大ྔফඅ社会を見据え，CO2ϑ
リー水素サプライチェーンの本֨的な社会実の取組みの
一として，年間ສトンنの大نな水素の液化・輸
送技術を世界に先ۦけてཱ֬し，水素製造・液化・出ՙ・

û 　ΤωϧΪʔ・ڥιϦϡʔγϣϯ

ターϔリは当社の「#,11�」ϔリコプターが多く࠾用され
ておりԕִ地へのҩྍఏ供を実現する．エΞバス社とのڞ
ಉ開発で長年にわたりվྑを重ね，ߴい҆શੑと運航ੑ能
を݉ね備えている．
　大نࡂやコロφՒにおいてでٹපӃ船のݕ౼
が進められたが，当社はԕִ手術ࢧԉロϘットシステϜを
はじめࣗ社のさま͟まな製・サービスを組み߹わͤたト
ータルパッέージでఏҊできることがڧみである．

　CAS&（Connected，Automated，SIared，&lectric）
の進展はもちΖんのこと，人ʑのライϑスタイルの変化な
どにい，モビリテΟを取りרくڥが大きく変わΖうと
している．当社は人やモノが҆શでਝにޮྑく，ある
いはָしみながらҠ動できる社会を目指して，「ۙະདྷモ
ビリテΟ」を注力ϑΟールドの一ͭにڍげている．
　ಛに物ྲྀは人ʑの生活をࢧえる重ཁな社会インϑラであ
るが，新ܕコロφイルス感染のがりはこのঢ়گを一
Ճさͤた．2020年からの֎出ࣗॗによる͝もりফඅ
の૿Ճとҿ৯ళなど֤छళฮのӦ業ࣗॗでこの勢いがڧま
り，ポストコロφにおいても日ৗ化することは間ҧいない．
　一ํ，物ྲྀ業界における࿑ಇ力ෆはਂࠁ化している．
新ܕコロφイルスに感染することなく送できる҆શ҆
৺なͮڥくりや，աૄ地Ҭへの物ྲྀの֬อも課題とし
てڍげられ，早ٸに解決すべき課題である．
　このように，eコマースの発展，市のौ，シェΞリ
ング化，ポストコロφなど世の中がܶ的に変化する中，人
やモノのҠ動にも変革が見られる．
　࿑ಇ力ෆやޮ的な輸送に対Ԡするためのࣗ動運స化
の技術開発，աૄ地Ҭやࡂ時に物ࢿを運Ϳためのドロー
ン開発，輸送航࿏のޮ化や物ཧにඞཁなIo5やAIの
技術開発などに多くの企業が取り組んでいる．
　当社はロϘテΟクス，モビリテΟ，航空をֻけ߹わͤた
新しいιリϡーションをఏ供する．
　たとえば航空ӉシステϜ部がഓってきたϔリコプタ
ーの製造技術と「NinKa」でഓわれたܰྔかͭߴ出力エンジ

ú 　ۙະདྷϞϏϦςΟ

図 ú　ٹපӃધ

図 û　ແਓϔϦίϓλʔʹΑるࢿ༌ૹ

四輪 ・ オフロード二輪
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世紀中のなるべく早期にGHGゼロ排出を目指す」といっ
た長期目標を掲げている．これを受け，舶用水素ガスエン
ジンの2025年市場導入を目指し，ヤンマーパワーテクノロ
ジー㈱および ㈱ジャパンエンジンコーポレーションとの
協業を通じ，舶用水素ガスエンジンの開発において世界を
リードする．
　このような脱炭素の取組みは水素のみならず，電動化や
ハイブリッド化にも取り組んでおり，モーターサイクルや
ショベルなど建設機械への適用も活発化している．

　激動の時代を生きた先人達の努力によって当社は100年
を超える歴史を重ね，その延長線上で私たちは現在会社生
活を送ることができている．
　今般のグローバルレベルの歴史的変革期にあって私たち
はポスト100年にわたり新しい世代に「川崎重工」という
器を残していくことができるのか．創業時代のDNAを呼
び覚まし，時代の先を見据えた社会課題に挑戦し続ける企
業文化が盤石なものとして根付くよう，社内の体制を柔軟
に整備していきたい．
　これにより，目まぐるしく変化する社会情勢と，そこか
ら発生する課題に対してスピード感を持って臨んでいく．

あ と が き

海上輸送・受入までの一貫した国際間の液化水素サプライ
チェーン実証を行うものである．
　また，再生可能エネルギーから水素を製造・液化し，日
本へ輸送するグリーン水素プロジェクトも進めている．
2020年12月に鉄鉱石大手のFortescue Metals Groupおよび
岩谷産業 ㈱とMOU（Memorandum of Understanding）
を締結し，2020年代半ばの実証に向け現在FS（Feasibility 
Study）を実施している．
　国内における水素利用プロジェクトとしては，2021年 8 月
に西部石油 ㈱向けのコンバインドサイクル発電プラント
において，水素混焼による発電を開始した．
　水素は燃焼時にCO2を排出しないため，クリーンエネル
ギーとして注目されているが，窒素酸化物（NOx）が多
く発生する．この問題を解決するためドライ低NOx水素
専焼ガスタービンを開発し，世界で初めて実証試験に成功
した．水素専焼ガスタービンで生成した電力と熱エネルギ
ーは，神戸市で市街地への供給を実施している．
　これらの水素燃焼技術は航空機や船舶，モーターサイク
ルの分野へも展開しており，航空エンジン燃焼器を対象と
して，2030年までに実証・デモンストレーションの達成を
目指す．
　国際海運の分野においては，国際海事機関 IMOが，海
洋汚染防止のための世界統一ルールを策定しており，「今
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図 5　水素関連製品・事業のさらなる展開
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